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 シトクロム c は通常、ミトコンドリア内で電子伝達を行っているが、生体膜に強く相互作用するとアポ

トーシスを引き起こすカルジオリピン酸化活性に機能変換されることが知られている。膜と結合したタン

パク質を溶液 NMR で観測出来れば、原子レベルの構造情報をもとにした機能変換メカニズムの理解が可

能になるが、一般に生体膜は巨大であり膜結合したタンパク質の NMR シグナル観測は困難である。本研

究では、生体膜のモデルとしてナノメートルオーダーの微小な脂質バイセルをサイズ制御して作製し、15N

同位体標識シトクロム c溶液に添加したときの HSQCシグナル変化から脂質膜とシトクロム cの相互作用

解析を行った。 

本実験では、分子サイズの異なる脂質バイセルを作製した。分子サイズの小さい脂質バイセルをシトク

ロム c に添加した場合、シトクロム c はリシン残基を多く含む領域で脂質バイセルと相互作用することが

明らかとなり、そのシトクロム c 構造は天然状態と類似していた。一方、分子サイズが大きい脂質バイセ

ルを添加した場合、天然状態のシトクロム c に由来する HSQC シグナルは消失し、代わりに部分構造変性

したと思われるシトクロム c のシグナルが観測された。この状態から脂質バイセルの分子サイズを減少さ

せて HSQC スペクトルを測定すると、分子サイズの小さい脂質バイセルをシトクロム c に添加したときの

スペクトルと一致した。これらの結果より、脂質バイセルの分子サイズ依存的にシトクロム c の膜結合状

態が可逆的に変換され、膜結合状態の違いによりシトクロム c 構造は大きく変化することが明らかとなっ

た。現在、部分構造変性したシトクロム c のシグナル帰属および立体構造について検討中である。 
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